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1．はじめに   

任意の状態に依存した到着率をもつ集団到着  

待ち行列財（た）∬／C／1／Ⅳの定常系内数分布を  

求めるアルゴリズムを導出する．また状態に依  

存したサービス率をもつある種の集団サービス  

待ち行列CJ／財（た）y／1／Ⅳの定常系内数分布を，  

CJ／財（りり皿／Ⅳと財（た）ズ／C／りⅣ＋1との関係  

より導く．   

このモデルは，状態に依存した到着率やサービ  

ス率をもつ，単一到着および単一サービス待ち行  

列モデルの系内数分布を扱った【2jやr3】を拡張  

したものになっており，また特別な場合として川  

の結果を含んでいる．  

2．〟（虎）∬／C／1／Ⅳの系内数分布   

Ⅳ：最大系内数   

人h：系内数がmのときサイズたの集団が系  

に入る率（0≦れ≦Ⅳ－1，1≦た≦Ⅳ－m）   

∑だごÅ戒＝A托（0≦乃≦Ⅳ－1）   

む（ヱ）：サービス時間分布の確率密度関数   

∫（り：時刻Ⅰにおける系内数   

打（り：時刻fにおける残りサービス時間  
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とすると  
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3・CJ／〃（た）y／1／〃の系内数分布   

〃人までサービスに入ることができ，到着し  

た客は現在サービス中のサービスに入る．   

杵戒：れ人サービス中のとき，た人同時にサー  

ビスを終了する率   

∑苫＝1仙＝帆（1≦m≦Ⅳ）   

α（可：到着時開閉隔分布の確率痘度関数   

∫（f）：時刻£における系内数   

Ⅴ（り：時刻tにおける残り到着時間  
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LemIna4 平均到着間隔を1／入とおくと  
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Lemma3，4，5を使って，（4）式の恥（0）（0≦  

m≦Ⅳ）を消去した式を導くことができる．  

Theorem6 GI／M（k）Y／1／Nの定常系内数分  

布をQニ（0）（0≦m≦Ⅳ）とすると  

筍＿叫1（0）  
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となる．ただし，f㍍（0）（0≦れ≦Ⅳ＋  

〟（た）ズ／C／1／Ⅳ＋1の定常系内数分布で，  
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佑人血 ＝〃〃＋1→埴（1≦れ≦Ⅳ；1≦た≦  

Ⅳ＋1一犯），A几＝〟〃十トn（1≦m≦Ⅳ），入肋＝  

0（2≦●m≦Ⅳ），Ao＝入01は任意の正の数，サー  
ビス時間分布のLSTがA●（β）としたものである．  

4．系内数分布の計算アルゴリズム   

3節の議論より，〟（りズ／C／1／Ⅳの定常系内  

数分布を求めることができれば，．GJ／〟（た）y／1／Ⅳ  

についても計算できる．系内数分布を求めるアル  

ゴリズムは紙面の関係により省略する．  
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